
科目名 
検査管理学 

（Laboratory Management and Quality Control）
 科目コード 441 

開講学科 臨床検査学科 選択区分 必修 単位数（時間） ２単位（30時間） 

科目区分 専門科目 履修時期 ４年次後期 関連DP 臨①② 

担当教員 徳原 康哲、西宮 達也＊ 

授業概要 

臨床検査技師としての実務経験を有する教員が、医療を取り巻く環境の変化さらに我国の医療形態の

変化や、医療組織における臨床検査部の位置づけおよびそのあり方を教授する。また、検査部の業務・

人事・物品・機器などの管理および安全管理、廃棄物の管理、検査成績の信頼性を保証するための精度

管理（内部精度管理法、外部精度評価法など）についての講義を行う。さらに、臨床検査技師に必要な

法令についても教授する。（オムニバス方式） 

（徳原講師）精度管理について教授する。 

（西宮非常勤講師）検査室の管理運営各論について教授する。 

授業目標 

臨床検査の管理に必要な事項を総括的に学び、変化する医療状況の中で臨床検査室全体の管理体制を

構築するのに必要な幅広い知識、および信頼性のある検査成績を提供するために必要な知識の修得を目

指す。 

授業計画 

 者当担 容内 目項 回

１ 医療状況の変化 医療を取り巻く環境の変化、医療形態の変化 

徳原康哲

２ 臨床検査管理の概念 検査管理の定義 

３ 検査部門の組織と業務（１） 検査体制の変遷、検査部門の組織と業務（１） 

西宮達也

４ 検査部門の組織と業務（２） 検査部門の組織と業務（２） 

５ 検査部門の管理と運営（１） 業務管理、人事管理、検査機器管理 

６ 検査部門の管理と運営（２） 情報管理、財務管理、リスクマネジメント 

７～８ 検査部門の管理と運営（３） 安全衛生管理、廃棄物管理、検体の受付と報告 

９ 精度管理（１） 精度管理の考え方、精度保証体系、誤差の分類 

徳原康哲

10 精度管理（２） 許容誤差限界、標準化 

11 精度管理（３） 測定法の信頼性評価、内部精度管理 

12 精度管理（４） 内部精度管理、外部精度評価 

13 精度管理（５） 検査過誤の管理、基準範囲 

14 検査情報の判断基準 臨床判断基準、異常値 

15 検査情報の活用 付加価値情報 

成 績 評 価 方 法 
筆記試験（50％）と小テスト（50％）により評価する。筆記試験の配点比率は、徳原 70％、

西宮 30％とする。 

教科書 高木康・三村邦裕「最新 臨床検査学講座 検査総合管理学」（医歯薬出版） 

参考図書等  

授業時間外の 

学習について 
授業内容について小テストを実施するため、予習・復習を必要とする。 

関連科目 440 臨床検査学概論 443 医療情報学 

備  考 
実 徳原、西宮：臨床検査技師（医療機関） 

毎回授業開始時に小テストを実施する。（徳原担当分） 
 

科目名 
院内感染管理学 

（Hospital Infection Management） 
科目コード 442 

１単位（15時間）開講学科 臨床検査学科 選択区分 必修 単位数（時間）

科目区分 専門科目 履修時期 ３年次後期 関連DP 臨②④⑤ 

担当教員 北尾 孝司、佐田 榮司 

授業概要 

臨床検査技師としての実務経験を有する教員が、院内感染管理において臨床検査技師が貢献できるよ

うに院内感染症について理解するとともに、エビデンスに基づいた院内感染対策について教授する。 

（オムニバス方式） 

（北尾教授）エビデンスに基づいた感染対策、器材・環境などの感染管理、日和見感染菌対策、治療・

処置に関連した感染対策の実際、感染経路別予防策に沿った感染管理の実際、インフェク

ションコントロールチームの中で臨床検査技師の果たす役割、薬剤耐性菌の感染症サーベ

ランスの活用、院内感染の実際例についての原因探求、院内感染原因菌の遺伝子学的検査に

よる疫学調査の方法について教授する。 

（佐田教授）院内感染症とは何か、院内感染の現状について、インフェクションコントロールチームの

役割について教授する。 

授業目標 

感染症対策は医療において重要な課題である。近年、病原微生物に対する抗微生物薬剤の発展は著し

いものがある一方で、薬剤耐性菌など新たな問題がクローズアップされてきている。特に院内感染対策

は医療機関にとって重要な問題である。そこで、院内感染管理学では、臨床検査技師が貢献できるよう

に院内感染症について理解するとともに、エビデンスに基づいた院内感染対策について修得する。 

授業計画 

者当担 容内 目項 回

１ 院内感染と感染対策 院内感染の現状と院内感染対策の基本 

佐田榮司
２ 院内感染対策 

チームによる院内感染制御とそれぞれの役割について 

治療・処置に関連した感染対策の実際 

３ 院内感染と臨床検査の関わり 

院内感染対策としてどのようなことが義務づけられてい

るのか、また臨床検査技師の立場から院内感染対策にどの

ように貢献できるかディスカッションを行う 

北尾孝司

４ 感染症サーベランス 

院内感染防止対策へ微生物検査室としてどのように係 

わっていけばよいか具体的に考える(感染症サーベランス

など) 

５ 

アウトブレイク 

院内感染発生時の遺伝子検査によ

る疫学調査 

院内感染発生時における遺伝子学的検査方法を用いた疫

学調査について(パルスフィールド電気泳動法の実際およ

びＰＯＴ法等について) 

６ 医療環境の微生物検査 

パルスフィールド電気泳動法の結果の解釈 

アウトブレイクについて 

医療環境における微生物検査方法について 

７ 
抗菌薬使用における基本的な考え

方 

抗菌薬使用の基本的な考え方(PK/PD)および抗菌薬使用に

おけるマネージメントについて考える 

８ 

薬物血中モニタリング(TDM) 

ICTラウンドにおける臨床検査技

師の関わり  

薬物血中モニタリング(TDM)を行う目的、TDMによる効果的

な薬剤投与について 

ICT ラウンドの目的と実際にどの様なことを行うのか 

成 績 評 価 方 法 
佐田担当部分 20％（内訳：筆記試験のみ） 

北尾担当部分 80％ (内訳：筆記試験のみ） 

教科書 プリントを配付する。 

参考図書等 浅利誠志・木下承晧・山中喜代治「実践感染管理」（金原出版） 

授業時間外の 

学習について 

前回の項目について配布プリントを参考に復習する。次回の項目について教科書等を参考

に予習する。 

関連科目 
424 微生物学、427 微生物学実習、425 臨床微生物学Ⅰ、426 臨床微生物学Ⅱ、428 臨床

微生物学実習、447 医学検査診断学Ⅰ、444 臨地実習Ⅰ、446 臨地実習Ⅲ 

備  考 実 北尾：臨床検査技師（検査機関）、佐田：医師（医療機関） 
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